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駅
は
別
れ
と
旅
立
ち
の
場
所
。
向
か
う
レ
ー
ル
の
先
に

何
が
待
ち
受
け
る
の
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ
留

萌
本
線
の
終
着
、
増
毛
（
ま
し
け
）
駅
。
高
倉
健
が
主
演

し
た
映
画
「
駅　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」（
81
年
公
開
・
東
宝
）

の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

９
月
の
３
連
休
初
日
の
土
曜
日
と
あ
っ
て
、
12
時
47
分

と
14
時
51
分
、
増
毛
駅
に
到
着
し
た
列
車
は
、
廃
線
前
に

乗
ろ
う
と
訪
れ
た
鉄
道
マ
ニ
ア
や
観
光
客
で
あ
ふ
れ
て
い

た
。
通
称
「
増
毛
線
」
と
呼
ば
れ
る
留
萌
・
増
毛
間
（
16
・

７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
は
、礼
受
（
れ
う
け
）、舎
熊
（
し
ゃ

く
ま
）、
増
毛
の
３
駅
が
あ
る
が
、
運
行
は
２
０
１
６
年

12
月
４
日
で
終
わ
る
。

　

昼
間
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
増
毛
駅
も
、
夕
方
17
時
39

分
着
の
降
客
は
ま
ば
ら
だ
っ
た
。
増
毛
港
が
す
ぐ
側
に
あ

り
、海
が
近
い
。
カ
モ
メ
や
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、

虫
の
音
も
混
ざ
る
。
増
毛
駅
の
ホ
ー
ム
は
一
つ
で
、
線
路

は
単
線
の
行
き
止
ま
り
。
か
つ
て
の
貨
物
ヤ
ー
ド
や
転
車

台
跡
に
は
草
が
伸
び
、
一
部
が
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
。

虫
の
音
は
そ
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
。

　

廃
線
間
近
の
終
着
駅
に
立
つ
と
、
い
た
た
ま
れ
な
い
気

持
ち
に
な
る
。
北
海
道
に
は
ニ
シ
ン
、
石
炭
、
木
材
の
供

給
を
使
命
に
負
っ
た
開
拓
の
歴
史
が
あ
る
。
ニ
シ
ン
は
食

料
で
あ
る
と
と
も
に
、
ニ
シ
ン
粕
（
か
す
）
が
ミ
カ
ン
や

菜
種
、
綿
花
な
ど
商
品
作
物
の
栽
培
に
不
可
欠
な
窒
素
肥

料
に
な
っ
た
。
石
炭
は
製
鉄
な
ど
重
工
業
に
欠
か
せ
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
、
木
材
は
建
設
や
製
紙
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
資
源
だ
。
そ
の
輸
送
を
担
っ
た
の
が
鉄
道
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
北
海
道
の
鉄
道
に
は
、
開
通
が
古
け
れ
ば

古
い
ほ
ど
、
栄
華
の
記
憶
が
人
々
の
心
に
深
く
刻
み
込
ま

れ
て
い
る
。

　

留
萌
本
線
の
深
川
・
留
萌
間
の
開
業
は
１
９
１
０
年（
明

治
43
年
）。
留
萌
・
増
毛
間
は
11
年
遅
れ
て
大
正
10
年
だ
。

ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
、
ニ
シ
ン
粕
や
木
箱
に
詰
め
た
ニ
シ
ン

を
貨
車
で
積
み
出
し
た
。

　

増
毛
町
は
人
口
４
５
８
３
人
（
２
０
１
６
年
８
月
末
現

在
）。
留
萌
管
内
最
南
端
の
町
で
、
か
つ
て
は
支
庁
所
在

地
だ
っ
た
。
町
名
は
、
ニ
シ
ン
が
来
る
と
海
一
面
に
カ
モ

メ
が
飛
ぶ
こ
と
か
ら
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
カ
モ
メ
の
多
い
と

こ
ろ
」
と
い
う
意

味
の
「
マ
シ
ュ
キ

ニ
」
ま
た
は
「
マ

シ
ュ
ケ
」
が
転
じ

た
と
い
わ
れ
る
。

　

江
戸
時
代
か
ら

約
２
０
０
年
続
い

た
ニ
シ
ン
漁
は

１
９
５
４
年
（
昭

和
29
年
）
か
ら
漁

獲
量
が
急
減
。
４

年
後
に
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
し
か

し
、
幕
末
期
か
ら

昭
和
20
年
代
ま
で

は
栄
華
を
極
め
、

そ
の
名
残
は
今
も
、
町
の
そ
こ
か
し
こ
に
重
厚
な
石
造
り

の
倉
庫
群
や
古
い
木
造
建
築
物
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

ニ
シ
ン
漁
の
衰
退
後
は
、
カ
レ
イ
や
タ
コ
、
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
な
ど
へ
転
換
を
図
る
が
、
稼
ぎ
頭
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

が
漁
獲
高
や
魚
価
の
変
動
で
衰
退
。
現
在
は
、
栽
培
漁
業

が
成
果
を
上
げ
、「
え
び
」「
タ
コ
」「
ホ
タ
テ
」
が
増
毛

の
水
産
業
を
支
え
る
。

　

増
毛
は
味
覚
の
宝
庫
だ
。
日
本
一
の
漁
獲
量
を
誇
る
ボ

タ
ン
エ
ビ
や
、
甘
エ
ビ
、
タ
コ
、
カ
レ
イ
な
ど
は
年
中
水

揚
げ
さ
れ
、
春
は
マ
ス
、
夏
は
ウ
ニ
、
秋
に
は
サ
ケ
、
冬

は
ア
ワ
ビ
、
タ
ラ
、
カ
ジ
カ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
ハ
ッ
カ
ク
な

ど
、
旬
の
味
覚
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。

　

果
樹
栽
培
は
日
本
の
北
限
と
さ
れ
、
初
夏
は
サ
ク
ラ
ン

ボ
と
イ
チ
ゴ
。
秋
に
は
リ
ン
ゴ
や
プ
ル
ー
ン
、
ブ
ド
ウ
、

留萌管内・増毛町

終着駅　増毛

増
毛
駅
舎
の
中
で
は
、孝
子
屋
ぐ
る
め
食

品
が
土
産
物
や
軽
食
を
販
売
し
て
い
る
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洋
ナ
シ
な
ど
が
採
れ
、
果
物
狩
り
が
で
き
る
観
光
農
園
も

盛
ん
だ
。

　

も
う
一
つ
、
日
本
最
北
の
造
り
酒
屋
「
國く
に
ま
れ稀
酒
造
」
も

見
逃
せ
な
い
。
施
設
の
見
学
や
試
飲
も
で
き
、
施
設
は
さ

な
が
ら
博
物
館
の
よ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
、
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
が

「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
」
で
、
宿
泊
も
で
き
る
。
こ
こ

は
増
毛
町
出
身
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
家
、三
國
清
三
さ
ん（
東

京
・「
オ
テ
ル
・
ド
ゥ
・
ミ
ク
ニ
」
経
営
）
が
監
修
す
る

フ
ラ
ン
ス
料
理
が
味
わ
え
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
寿
司
の
ま
つ
く
ら
」
は
、
海
の
幸
を
ふ

ん
だ
ん
に
盛
っ
た
「
特
上
生
ち
ら
し
」
が
有
名
。
和
菓
子

の
「
中
村
屋
製
菓
」
は
「
中
花
ま
ん
じ
ゅ
う
」
で
知
ら
れ

る
。
パ
ン
や
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
ラ
ー
メ
ン
や
タ
コ
ザ
ン
ギ

な
ど
、
ご
当
地
グ
ル
メ
も
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

ぶ
ら
り
旅
に
は
も
っ
て
こ
い
の
町
で
あ
る
。

増毛駅に、観光客や鉄道マニアがたくさん降り立った。留萌・増毛間の１列車当たりの平均乗車人数の推移を見る
と、ＪＲ発足時の87年が「約37人」だったが、28年後の2014年は、何と「約３人」にまで減っていた

増毛駅の向かいに、高倉健や倍賞千恵子らが出演し
た映画「駅　STATION」のロケで登場した「風待食
堂」の看板がそのままの観光案内所がある。ロケにち
なんだ展示や、土産品も販売している


